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2020年5月12日、名取市いのちの森育樹作業を行いました。
初夏の日差しの中、約100本の苗木の補植と除草を行ってきました。
昨年から続くコロナウィルスによって不要・不急の外出自粛が求められる中で

はありましたが、広い屋外での作業という事でマスクの着用とソーシャルディス
タンスに注意しながら少人数で作業をしてきました。久しぶりに広い野原の作業
という事もあり、コロナストレスを発散できて気分もすっきりしました。
「名取市いのちの森」の活動も7年目に入りました。昨年数回の補植を行ったこ
ともあり木々が大きく成長していて参加者全員が徐々に森に近づいてきている事
を実感することができました。今、コロナ禍の中で国際社会は大変な事態となっ
ていますが、気候変動もまた大変な事態になっているのではないでしょうか。

私たちの出来る活動は微々たるものかもしれませんが津波から命を守ってくれ
る森、酸素をつくってくれる森を自分たちの手で育成しながら地球環境について
考えて行きたいと思います。コロナ禍の現状が一日も早く終息して、また多くの
方々と活動できることを願いつつ出来る事を少しずつ進めてまいります。興味の
ある方、是非一緒に活動してみましょう。

森づくり運動継続活動中!!
組合員・ご家族のみなさんの参加をお待ちしております!!


